
(57)【要約】

【課題】集塵性能を低下することなく遠心分離部と塵埃

蓄積部を有する集塵部の大きさを小型化するとともに、

使用性を向上した電気掃除機を提供することを目的とす

る。

【解決手段】吸引風から塵埃を分離する複数の遠心分離

部７と、前記遠心分離部７の吸気上流側に設けた吸気口

部９とを備え、前記吸気口部９に流入した吸引風は分流

した後、前記複数の遠心分離部７にそれぞれ流入するも

ので、複数の遠心分離部７を有する構成とすることによ

り、配置構成の自由度が増し、集塵性能を低下させるこ

となく小スペース化を実現できる。

【選択図】　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
吸 引 風 を 発 す る 電 動 送 風 機 と 、 前 記 吸 引 風 か ら 塵 埃 を 分 離 す る 複 数 の 遠 心 分 離 部 と 、 前 記
遠 心 分 離 部 の 吸 気 上 流 側 に 設 け た 吸 気 口 部 と を 備 え 、 前 記 吸 気 口 部 に 流 入 し た 吸 引 風 は 分
流 し た 後 、 前 記 複 数 の 遠 心 分 離 部 に そ れ ぞ れ 流 入 す る 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ２ 】
吸 引 風 を 発 す る 電 動 送 風 機 と 、 前 記 吸 引 風 か ら 塵 埃 を 分 離 す る 遠 心 分 離 部 と 、 前 記 遠 心 分
離 部 に て 吸 引 風 か ら 分 離 し た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部 と を 備 え 、 前 記 遠 心 分 離 部 に 対 し
て 前 記 塵 埃 蓄 積 部 を 傾 斜 さ せ て 設 け た 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ３ 】
遠 心 分 離 部 に て 吸 引 風 か ら 分 離 し た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部 を 、 前 記 遠 心 分 離 部 の 下 方
に 形 成 し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ４ 】
吸 気 口 部 の 吸 気 下 流 側 に 、 複 数 の 遠 心 分 離 部 内 に 略 均 等 に 吸 引 風 が 流 入 す る た め の 分 岐 口
部 を 設 け た 請 求 項 １ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ５ 】
集 塵 部 を 、 遠 心 分 離 部 と 前 記 遠 心 分 離 部 に て 吸 引 風 か ら 分 離 し た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積
部 と で 形 成 す る と と も に 、 前 記 集 塵 部 に 把 手 部 を 設 け た 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記
載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ６ 】
遠 心 分 離 部 の 略 上 方 に 開 口 部 を 形 成 し 、 前 記 開 口 部 を フ ィ ル タ ー 部 を 有 す る 集 塵 部 蓋 に て
覆 う 請 求 項 ５ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ７ 】
集 塵 部 蓋 と 集 塵 部 と を 係 止 及 び 解 除 さ せ る 操 作 部 を 、 把 手 部 近 傍 に 設 け た 請 求 項 ６ 項 記 載
の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ８ 】
把 手 部 を 握 っ た ま ま 、 操 作 部 を 解 除 で き る 請 求 項 ７ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 ９ 】
遠 心 分 離 部 に 略 円 筒 形 状 の プ レ フ ィ ル タ ー を 設 け た 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の
電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
プ レ フ ィ ル タ ー の 吸 気 下 流 側 に 保 護 部 材 を 設 け た 請 求 項 ９ 項 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ １ 】
保 護 部 材 は 円 盤 形 状 で 下 方 に 向 か っ て 開 い た 状 態 で 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ ０ 項 記 載 の 電
気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ２ 】
保 護 部 材 と 遠 心 分 離 部 の 内 壁 と の 距 離 を 、 一 部 他 の 部 分 よ り 大 き く し た 請 求 項 １ ０ ま た は
１ １ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ３ 】
塵 埃 蓄 積 部 に 塵 埃 を 排 出 す る た め の 排 出 口 と 、 前 記 排 出 口 を 覆 う 排 出 口 蓋 と を 設 け た 請 求
項 ２ ～ １ ２ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ４ 】
排 出 口 を 塵 埃 蓄 積 部 の 下 面 に 設 け た 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ５ 】
排 出 口 を 塵 埃 蓄 積 部 の 後 方 面 に 設 け た 請 求 項 １ ３ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ６ 】
排 出 口 蓋 は 回 動 軸 に て 回 動 自 在 に 形 成 さ れ て な る 請 求 項 １ ３ ～ １ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載
の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ７ 】
回 動 軸 を 排 出 口 の 上 部 に 設 け た 請 求 項 １ ６ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
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【 請 求 項 １ ８ 】
回 動 軸 を 排 出 口 の 下 部 に 設 け た 請 求 項 １ ６ 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 請 求 項 １ ９ 】
排 出 口 蓋 の 回 動 時 に 、 前 記 排 出 口 蓋 を 固 定 す る た め の 係 止 部 を 設 け た 請 求 項 １ ６ ～ １ ８ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 電 気 掃 除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 一 般 家 庭 で 使 用 さ れ る 電 気 掃 除 機 に 関 す る も の で 、 特 に 使 用 性 に 関 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の こ の 種 の 電 気 掃 除 機 は 、 以 下 に 記 載 さ れ て い る よ う な も の が 一 般 的 で あ っ た 。 こ の
種 の 電 気 掃 除 機 を 図 １ ９ ～ 図 ２ ０ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
図 １ ９ ～ 図 ２ ０ に お い て 、 １ は 塵 埃 を 吸 引 す る た め の 電 動 送 風 機 （ 図 示 せ ず ） を 内 蔵 し 、
塵 埃 を 吸 引 す る 吸 込 具 ５ と 連 通 し た 本 体 で あ り 、 ２ は 上 部 に 吸 引 し た 塵 埃 と 吸 引 風 を 分 離
す る 遠 心 分 離 部 ３ と 下 部 に 前 記 遠 心 分 離 部 ３ か ら 分 離 さ れ た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部 ４
を 有 す る 集 塵 部 で あ る 。 な お 、 前 記 集 塵 部 ４ は 前 記 本 体 １ に 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ し て 、 上 記 電 気 掃 除 機 を 運 転 す る と 、 吸 込 具 ５ よ り 吸 引 風 と と も に 吸 引 さ れ た 塵 埃 は 、
遠 心 分 離 部 ３ で 吸 引 風 か ら 分 離 さ れ る 。 塵 埃 は そ の ま ま 塵 埃 蓄 積 用 の 塵 埃 蓄 積 部 ４ に 蓄 積
さ れ 、 一 方 、 吸 引 風 は フ ィ ル タ ー ６ を 通 過 後 、 集 塵 部 ２ 内 よ り 前 記 電 動 送 風 機 （ 図 示 せ ず
） に 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
な お 、 遠 心 分 離 部 ３ お よ び 塵 埃 蓄 積 部 ４ は と も に 略 鉛 直 方 向 に 長 手 方 向 の 中 心 軸 を 有 す る
略 円 柱 形 状 を 成 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － １ ７ ６ ８ ７ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 上 記 従 来 の 電 気 掃 除 機 の 構 成 で は 、 集 塵 性 能 を 向 上 す る た め に は 、 塵 埃 と 吸
引 風 と を 分 離 す る 遠 心 分 離 部 ３ や 、 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部 ４ の 大 き さ を 大 き く す る 必
要 が あ り 、 そ う す る と 掃 除 機 本 体 の 大 き さ が 大 き く な っ て し ま う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 集 塵 性 能 を 低 下 す る こ と な く 遠 心 分 離 部 と 塵
埃 蓄 積 部 を 有 す る 集 塵 部 の 大 き さ を 小 型 化 す る と と も に 、 使 用 性 を 向 上 し た 電 気 掃 除 機 を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 は 、 吸 引 風 を 発 す る 電 動 送 風 機 と 、 前 記 吸 引 風
か ら 塵 埃 を 分 離 す る 複 数 の 遠 心 分 離 部 と 、 前 記 遠 心 分 離 部 の 吸 気 上 流 側 に 設 け た 吸 気 口 部
と を 備 え 、 前 記 吸 気 口 部 に 流 入 し た 吸 引 風 は 分 流 し た 後 、 前 記 複 数 の 遠 心 分 離 部 に そ れ ぞ
れ 流 入 す る も の で 、 遠 心 集 塵 さ せ る た め に は 遠 心 分 離 部 の 形 状 を 略 円 柱 形 状 ま た は 略 円 錐
形 状 と し な け れ ば な ら な い た め 、 遠 心 分 離 部 が １ 個 の ま ま で 集 塵 性 能 を 向 上 さ せ よ う と す
る と 必 然 的 に 遠 心 分 離 部 の 大 き さ を 大 き く す る こ と と な り 、 そ れ に 伴 い 掃 除 機 本 体 が 大 き
く な っ て し ま う 。 し か し な が ら 、 上 記 構 成 、 特 に 複 数 の 遠 心 分 離 部 を 有 す る 構 成 と す る こ
と に よ り 、 配 置 構 成 の 自 由 度 が 増 し 、 集 塵 性 能 を 低 下 さ せ る こ と な く 小 ス ペ ー ス 化 を 実 現
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で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 吸 引 風 を 発 す る 電 動 送 風 機 と 、 前 記 吸 引 風 か ら 塵 埃 を 分
離 す る 複 数 の 遠 心 分 離 部 と 、 前 記 遠 心 分 離 部 の 吸 気 上 流 側 に 設 け た 吸 気 口 部 と を 備 え 、 前
記 吸 気 口 部 に 流 入 し た 吸 引 風 は 分 流 し た 後 、 前 記 複 数 の 遠 心 分 離 部 に そ れ ぞ れ 流 入 す る も
の で 、 遠 心 集 塵 さ せ る た め に は 遠 心 分 離 部 の 形 状 を 略 円 柱 形 状 ま た は 略 円 錐 形 状 と し な け
れ ば な ら な い た め 、 遠 心 分 離 部 が １ 個 の ま ま で 集 塵 性 能 を 向 上 さ せ よ う と す る と 必 然 的 に
遠 心 分 離 部 の 大 き さ を 大 き く す る こ と と な り 、 そ れ に 伴 い 掃 除 機 本 体 が 大 き く な っ て し ま
う 。 し か し な が ら 、 上 記 構 成 、 特 に 複 数 の 遠 心 分 離 部 を 有 す る 構 成 と す る こ と に よ り 、 配
置 構 成 の 自 由 度 が 増 し 、 集 塵 性 能 を 低 下 さ せ る こ と な く 小 ス ペ ー ス 化 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 吸 引 風 を 発 す る 電 動 送 風 機 と 、 前 記 吸 引 風 か ら 塵 埃 を 分
離 す る 遠 心 分 離 部 と 、 前 記 遠 心 分 離 部 に て 吸 引 風 か ら 分 離 し た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部
と を 備 え 、 前 記 遠 心 分 離 部 に 対 し て 前 記 塵 埃 蓄 積 部 を 傾 斜 さ せ て 設 け た も の で 、 全 体 高 さ
を 抑 え る こ と が で き 、 縦 型 掃 除 機 は も ち ろ ん の こ と 、 床 移 動 型 掃 除 機 に も 搭 載 で き る 。 ま
た 、 塵 埃 蓄 積 部 に て 蓄 積 さ れ た 塵 埃 が 、 再 度 、 前 記 遠 心 分 離 部 に お い て 発 生 す る 遠 心 力 に
よ り 舞 い 上 が り 、 遠 心 分 離 部 が 有 す る フ ィ ル タ ー 部 に 付 着 し に く く な り 、 吸 い 込 み 力 の 低
下 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 遠 心 分 離 部 に て 吸 引 風 か ら 分 離 し た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃
蓄 積 部 を 、 前 記 遠 心 分 離 部 の 下 方 に 形 成 し た も の で 、 遠 心 分 離 部 に て 吸 引 風 と 分 離 し た 塵
埃 は 、 重 力 で 自 由 落 下 す る た め 、 無 理 な く 塵 埃 蓄 積 性 能 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 吸 気 口 部 の 吸 気 下 流 側 に 、 複 数 の 遠 心 分 離 部 内 に 略 均 等
に 吸 引 風 が 流 入 す る た め の 分 岐 口 部 を 設 け た も の で 、 塵 埃 を 含 ん だ 吸 引 風 は 、 各 遠 心 分 離
部 内 に 略 均 等 に 分 流 さ れ る こ と で 、 各 遠 心 分 離 部 内 に て 略 均 等 に 塵 埃 は 遠 心 分 離 さ れ る 。
し た が っ て 、 そ れ ぞ れ の 遠 心 分 離 部 の 分 離 性 能 を 耐 久 的 に 略 均 等 に 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 集 塵 部 を 、 遠 心 分 離 部 と 前 記 遠 心 分 離 部 に て 吸 引 風 か ら
分 離 し た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部 と で 形 成 す る と と も に 、 前 記 集 塵 部 に 把 手 部 を 設 け た
も の で 、 集 塵 部 の 持 ち 運 び が 容 易 に な り 、 ご み 捨 て 時 等 で 手 を 汚 す こ と が 防 止 で き 使 用 性
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 発 明 の 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、 遠 心 分 離 部 の 略 上 方 に 開 口 部 を 形 成 し 、 前 記 開 口 部 を フ
ィ ル タ ー 部 を 有 す る 集 塵 部 蓋 に て 覆 う も の で 、 前 記 遠 心 分 離 部 で 分 離 し た 吸 引 風 中 の 微 細
塵 を 前 記 フ ィ ル タ ー 部 が 蓄 積 す る た め 、 電 動 送 風 機 に 細 塵 が 付 着 す る こ と に よ る 性 能 低 下
、 安 全 性 の 劣 化 と い っ た 問 題 点 を 改 善 で き る と と も に 、 前 記 集 塵 部 蓋 を 外 す こ と に よ り 前
記 開 口 部 か ら 前 記 集 塵 部 内 部 に 蓄 積 し た 塵 埃 を 容 易 に 捨 て る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 集 塵 部 蓋 と 集 塵 部 と を 係 止 及 び 解 除 さ せ る 操 作 部 を 、 把
手 部 近 傍 に 設 け た も の で 、 把 手 部 を 持 っ た 状 態 で 同 時 に 前 記 操 作 部 を 動 作 可 能 に で き る 構
成 で あ り 、 前 記 把 手 部 を 持 っ た 状 態 で 前 記 集 塵 部 蓋 を 外 す た め の 前 記 操 作 部 を 動 作 で き る
た め 、 わ ざ わ ざ 持 ち か え る 等 と い っ た 煩 わ し さ が な い た め 使 用 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
本 発 明 の 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 は 、 把 手 部 を 握 っ た ま ま 、 操 作 部 を 解 除 で き る も の で 、 集 塵
部 蓋 を 外 す 際 は 、 把 手 部 を 使 用 者 が 手 で 握 っ た 状 態 に て 、 操 作 部 を 操 作 で き る た め 、 し っ
か り と 集 塵 部 を 保 持 す る こ と が で き 、 使 用 者 が 集 塵 部 を 落 下 さ せ る と い っ た 問 題 点 を 未 然
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に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 は 、 遠 心 分 離 部 に 略 円 筒 形 状 の プ レ フ ィ ル タ ー を 設 け た も の
で 、 遠 心 分 離 部 で 分 離 さ れ な い 塵 埃 を 、 プ レ フ ィ ル タ ー に 蓄 積 さ せ る こ と で 、 フ ィ ル タ ー
部 へ の 塵 埃 の 付 着 を 低 減 し 、 性 能 低 下 を 抑 制 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 プ レ フ ィ ル タ ー
の 形 状 を 略 円 筒 形 状 に す る こ と に よ り 、 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー の 面 積 を 大 き く す る こ と が で
き る の で 、 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー へ の 塵 埃 の 蓄 積 に よ る 性 能 低 下 も 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ０ 記 載 の 発 明 は 、 プ レ フ ィ ル タ ー の 吸 気 下 流 側 に 保 護 部 材 を 設 け た も の
で 、 遠 心 分 離 部 で 吸 引 風 を 分 離 さ れ て 塵 埃 蓄 積 部 に 蓄 積 さ れ て い る 塵 埃 が 、 前 記 塵 埃 蓄 積
部 の 底 面 で 反 射 さ れ た 回 転 気 流 に よ り 、 再 び 上 方 に 舞 い 上 が る 際 に 、 前 記 保 護 部 材 が 前 記
遠 心 分 離 部 の 手 前 で 、 そ の 上 方 に 舞 い 上 が る 塵 埃 を 塞 き 止 め て 、 再 び 下 方 に 押 し 戻 す た め
、 塵 埃 が 再 度 遠 心 分 離 部 内 部 に 戻 り 、 新 た に 吸 引 し た 塵 埃 分 離 を 妨 げ る と い っ た 問 題 点 を
解 消 で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ １ 記 載 の 発 明 は 、 保 護 部 材 は 円 盤 形 状 で 下 方 に 向 か っ て 開 い た 状 態 で 設
け ら れ て な る も の で 、 遠 心 分 離 部 で 吸 引 風 を 分 離 さ れ て 塵 埃 蓄 積 部 に 蓄 積 さ れ て い る 塵 埃
が 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 の 底 面 で 反 射 さ れ た 回 転 気 流 に よ り 、 再 び 上 方 に 舞 い 上 が る 際 に 、 前
記 保 護 部 材 が 前 記 遠 心 分 離 部 の 手 前 で 、 そ の 上 方 に 舞 い 上 が る 塵 埃 を 塞 き 止 め て 、 再 び 下
方 に 押 し 戻 す た め 、 塵 埃 が 再 度 遠 心 分 離 部 内 部 に 戻 り 、 新 た に 吸 引 し た 塵 埃 分 離 を 妨 げ る
と い っ た 問 題 点 を 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
な お 、 前 記 保 護 部 材 は 円 盤 形 状 で 下 方 に 向 か っ て 開 い た 状 態 で 設 け ら れ て い る た め 、 舞 い
上 が る 塵 埃 を 塞 き 止 め て 、 再 び 下 方 に 押 し 戻 す 効 果 が 特 に 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ２ 記 載 の 発 明 は 、 保 護 部 材 と 遠 心 分 離 部 の 内 壁 と の 距 離 を 、 一 部 他 の 部
分 よ り 大 き く し た も の で 、 遠 心 分 離 部 で 吸 引 風 を 分 離 さ れ て 塵 埃 蓄 積 部 に 蓄 積 さ れ て い る
塵 埃 が 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 の 底 面 で 反 射 さ れ た 回 転 気 流 に よ り 、 再 び 上 方 に 舞 い 上 が る 際 に
、 前 記 保 護 部 材 が 前 記 遠 心 分 離 部 の 手 前 で 、 そ の 上 方 に 舞 い 上 が る 塵 埃 を 塞 き 止 め て 、 再
び 下 方 に 押 し 戻 す が 、 一 部 の 塵 埃 は 前 記 保 護 部 材 の 上 方 ま で 舞 い 上 が っ て し ま う 。 そ の と
き 、 保 護 部 材 と 遠 心 分 離 部 の 内 壁 と の 距 離 を 、 一 部 他 の 部 分 よ り 大 き く す る こ と で 、 保 護
部 材 の 上 方 に 蓄 積 し た 塵 埃 が 落 下 し や す く な り 、 保 護 部 材 の 上 方 へ の 塵 埃 堆 積 を 防 止 で き
、 高 性 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ３ 記 載 の 発 明 は 、 塵 埃 蓄 積 部 に 塵 埃 を 排 出 す る た め の 排 出 口 と 、 前 記 排
出 口 を 覆 う 排 出 口 蓋 と を 設 け た も の で 、 排 出 口 蓋 を 外 す こ と に よ り 、 集 塵 部 の 下 部 の 排 出
口 か ら 容 易 に 塵 埃 を 捨 て る こ と が で き る た め 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ４ 記 載 の 発 明 は 、 排 出 口 を 塵 埃 蓄 積 部 の 下 面 に 設 け た も の で 、 排 出 口 蓋
を 外 す こ と に よ り 、 塵 埃 が そ の 自 重 で 排 出 で き る た め 、 塵 埃 排 出 を 容 易 に で き 、 使 用 性 を
向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ５ 記 載 の 発 明 は 、 排 出 口 を 塵 埃 蓄 積 部 の 後 方 面 に 設 け た も の で 、 排 出 口
蓋 を 外 し て も 塵 埃 は 排 出 さ れ ず 、 自 ら の 意 志 に よ り 適 切 な 量 、 速 度 で 塵 埃 を 排 出 で き る た
め 、 前 記 排 出 口 蓋 を 外 す と 同 時 に 塵 埃 が 勝 手 に 排 出 さ れ て 、 周 囲 に 塵 埃 が 散 乱 す る と い っ
た 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ６ 記 載 の 発 明 は 、 排 出 口 蓋 は 回 動 軸 に て 回 動 自 在 に 形 成 さ れ て な る も の
で 、 塵 埃 排 出 後 も 容 易 に 前 記 排 出 口 蓋 を 閉 じ る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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本 発 明 の 請 求 項 １ ７ 記 載 の 発 明 は 、 回 動 軸 を 排 出 口 の 上 部 に 設 け た も の で 、 塵 埃 排 出 時 に
塵 埃 が 前 記 排 出 口 蓋 の 上 に 散 乱 し 、 前 記 排 出 口 蓋 を 汚 す と い っ た 問 題 点 を 解 決 す る こ と が
で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ８ 記 載 の 発 明 は 、 回 動 軸 を 排 出 口 の 下 部 に 設 け た も の で 、 塵 埃 排 出 時 に
排 出 口 蓋 に よ り 排 出 口 近 傍 が 見 え な く な り 、 塵 埃 排 出 時 に 周 囲 に 塵 埃 を 散 乱 さ せ て し ま う
と い っ た 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
本 発 明 の 請 求 項 １ ９ 記 載 の 発 明 は 、 排 出 口 蓋 の 回 動 時 に 、 前 記 排 出 口 蓋 を 固 定 す る た め の
係 止 部 を 設 け た も の で 、 塵 埃 排 出 時 に 排 出 口 蓋 を 作 業 の 邪 魔 に な ら な い と こ ろ に 係 止 さ せ
る こ と が で き 、 塵 埃 排 出 作 業 を 容 易 に か つ 確 実 に 行 う こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 １ 、 図 ２ は 本 発 明 の 掃 除 機 本 体 の 全 体 構 成 を 示 す 断 面 図 、 図 ３ 、 図 ４ 、 図 ６ 、 図 ７ 、 図
１ ２ 、 図 １ ８ は 集 塵 部 の 外 観 図 、 図 ５ 、 図 ８ ～ 図 １ １ 、 図 １ ３ ～ 図 １ ７ は 集 塵 部 の 断 面 図
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
図 １ ～ 図 １ ８ に お い て 、 ５ は 吸 引 風 を 発 す る 電 動 送 風 機 ６ と 塵 埃 を 吸 引 す る 吸 込 具 に 連 通
し 、 上 方 に 配 設 さ れ 吸 引 し た 吸 引 風 か ら 塵 埃 を 遠 心 分 離 す る 遠 心 分 離 部 ７ と 、 下 方 に 配 設
さ れ 前 記 遠 心 分 離 部 ７ か ら 分 離 さ れ た 塵 埃 を 蓄 積 す る 塵 埃 蓄 積 部 ８ か ら 構 成 さ れ た 集 塵 部
で あ る 。 前 記 集 塵 部 ５ は 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 鉛 直 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の
鉛 直 方 向 の 中 心 軸 に 対 し ３ ０ ° 傾 斜 さ せ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 、 前 記 吸 込 具 に て 吸 引 し た 塵 埃 を 含 む 吸 引 風 を 集 塵 部 ５ に 流 入 す る た め の 吸 気 口 部 で
、 １ ０ は 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 入 口 で 前 記 吸 気 口 部 ９ か ら 吸 引 さ れ た 塵 埃 を 含 む 吸 引 風 を 、
前 記 遠 心 分 離 部 ７ 室 内 に 略 均 等 に 分 流 す る た め の 分 岐 口 部 で あ る 。 ま た 、 １ １ は 前 記 集 塵
部 ５ を 持 ち 運 ぶ た め の 把 手 部 で 、 １ ２ は 前 記 集 塵 部 ５ の 略 上 方 に 開 口 部 １ ３ を 設 け 、 前 記
開 口 部 １ ３ を 覆 い 、 内 部 に 吸 引 し た 吸 引 風 が 含 む 塵 埃 の ろ 過 用 の フ ィ ル タ ー 部 １ ４ を 配 設
し た 集 塵 部 蓋 で 、 １ ５ は 前 記 把 手 部 １ １ 近 傍 に 設 け て 、 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ と 前 記 集 塵 部 ５
の 間 を 係 止 及 び 解 除 さ せ る 操 作 部 で あ り 、 こ の 前 記 操 作 部 １ ５ は 前 記 把 手 部 １ １ を 持 つ と
同 時 に 動 作 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 １ ６ は 前 記 集 塵 部 ５ と 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 鉛 直
方 向 の 略 中 心 軸 上 に 位 置 し 、 略 円 筒 形 状 を な す 粗 塵 蓄 積 用 の プ レ フ ィ ル タ ー で あ り 、 １ ７
は 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ の 下 方 に 配 置 し た 略 円 盤 形 状 の 保 護 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 １ ８ は 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 外 周 部 に 設 け た 塵 埃 を 排 出 す る た め の 排 出 口 で 、 １ ９ は
前 記 排 出 口 １ ８ を 覆 う 排 出 口 蓋 で あ る 。 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ は 前 記 排 出 口 １ ８ 近 傍 に 設 け ら
れ た 回 動 軸 ２ ０ に 回 動 自 在 に 保 持 さ れ て お り 、 前 記 回 動 軸 ２ ０ 近 傍 に 回 動 時 に 前 記 排 出 口
蓋 １ ９ を 固 定 す る た め の 係 止 部 ２ １ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
次 に 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 １ 、 図 ２ に お い て 、 電 気 掃 除 機 を 運 転 す る と 、 前 記 電 動 送 風 機 ６ よ り 吸 引 さ れ た 塵 埃 を
含 む 吸 引 風 は 前 記 吸 気 口 部 ９ を 通 り 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 吸 気 上 流 側 に 設 け た 前 記 分 岐 口
部 １ ０ に よ り 略 均 等 に 分 流 さ れ た 状 態 で 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 内 面 の 略 接 線 方 向 に 吸 引 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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吸 引 さ れ た 塵 埃 を 含 む 吸 引 風 は 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ 内 周 面 を 回 転 し な が ら 自 ら の 質 量 に よ
り 下 方 に 落 下 し 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 下 部 の 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 中 に 蓄 積 さ れ る 。 そ の 後
、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 発 生 し た 回 転 気 流 は 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ に 底 面 で 反 射 す る こ と に よ
り 再 度 上 昇 す る た め 、 い っ た ん 蓄 積 さ れ た 塵 埃 は 再 度 上 方 に 巻 き 上 げ ら れ る が 、 前 記 プ レ
フ ィ ル タ ー １ ６ の 下 部 に 設 け た 下 方 に 向 か っ て 開 き 、 外 形 寸 法 が プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ の 外
形 寸 法 よ り も 大 き い 前 記 円 盤 形 状 の 保 護 部 材 １ ７ に よ り 跳 ね 返 さ れ て 、 再 び 前 記 塵 埃 蓄 積
部 ８ 内 に 蓄 積 さ れ る 。 こ の よ う な 動 作 を 繰 り 返 す こ と に よ り 、 塵 埃 は 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ 内
に 蓄 積 さ れ て ゆ く 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 粗 塵 埃 を 分 離 し た 細 塵 を 含 む 吸 引 風 は 、 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ を 通
過 し て 、 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ の 内 部 の 前 記 フ ィ ル タ ー 部 １ ４ を 通 過 す る と き 、 細 塵 を ろ 過 し
て 、 き れ い な 状 態 で 前 記 電 動 送 風 機 ６ に 吸 引 さ れ た 後 、 大 気 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ に 蓄 積 し た 塵 埃 を 排 出 す る 際 、 １ つ め の 方 法 と し て は 、 前 記 集 塵
部 ５ を 本 体 か ら 取 り 出 し 前 記 把 手 部 １ １ を 持 ち 、 つ ま む と 同 時 に そ の 内 側 に 設 け た 前 記 操
作 部 １ ５ を 押 し 、 前 記 集 塵 部 ５ を 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ の 間 の 固 定 を 解 除 さ せ て 前 記 塵 埃 蓄 積
部 蓋 １ ２ を 前 記 集 塵 部 ５ か ら 外 す 。 そ し て 、 前 記 集 塵 部 ５ の 上 部 の 前 記 開 口 部 １ ３ か ら 内
部 の 塵 埃 を 排 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
２ つ め の 方 法 は 、 前 記 集 塵 部 ５ を 本 体 か ら 取 り 出 し た 後 、 前 記 集 塵 部 ５ の 下 方 の 前 記 排 出
口 蓋 １ ９ を 外 し て 、 前 記 排 出 口 １ ８ か ら 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ 内 部 の 塵 埃 を 排 出 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ～ 図 ３ に お い て 、 前 記 集 塵 部 ５ は 前 記 遠 心 分 離 部 ７ が 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ に 対 し ３ ０ °
の 角 度 で 傾 斜 さ せ て い る の で 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ と 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ が 上 下 方 向 に 直 列 に
配 設 さ れ て い る 場 合 に 比 べ 、 全 体 高 さ を 抑 え る こ と が で き 、 縦 型 掃 除 機 は も ち ろ ん の こ と
、 床 移 動 型 掃 除 機 に も 搭 載 で き る 。 な お 、 本 実 施 例 に お い て は 、 ３ ０ ° の 角 度 で 傾 斜 さ せ
て い る が 、 ５ ° か ら ８ ５ ° の 間 の 傾 斜 角 度 で あ れ ば 十 分 目 的 を 満 た す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
ま た 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ は 、 図 １ ～ 図 ３ の よ う に 傾 斜 さ せ て い る だ け で あ る の で 、 塵 埃 そ
の も の の 質 量 に よ る 下 方 へ 移 動 す る 力 は 生 じ る の で 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ と 前 記 塵 埃 蓄 積 部
８ を 水 平 方 向 に 配 設 さ せ る 場 合 に 生 じ て い た 吸 引 風 と 分 離 さ せ た 塵 埃 を 効 率 よ く 前 記 塵 埃
蓄 積 部 ８ に 運 び に く く な る と い う 問 題 点 も 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ に お い て 発 生 す る 遠 心 力 も 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 上 部 と 下 部 で は あ
ま り 差 が 生 じ な い の で 吸 い 込 み 力 低 下 は 低 減 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
ま た 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 方 が 傾 斜 し て お り 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ 形 状 は 制 約 が な く 自 由 に
設 定 で き る の で 、 で き る だ け 大 き く す る こ と に よ り 、 前 記 集 塵 部 ５ の 集 塵 容 量 が 大 き く す
る こ と が で き 、 ご み 捨 て の 頻 度 が 減 る た め 使 用 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ４ ～ 図 ８ に お い て 、 前 記 集 塵 部 ５ の 形 状 を 細 く し て 水 平 方 向 に 並 列 配 設 さ せ る こ と に よ
り 、 前 記 集 塵 部 ５ 全 体 は 図 ５ の よ う に 角 の 取 れ た 略 長 方 形 の 断 面 に す る こ と が で き る の で
、 複 数 配 置 、 異 な る 大 き さ の も の の 配 置 等 デ ザ イ ン 性 を 拡 大 で き る と と も に 、 細 長 い ス ペ
ー ス し か な い 場 合 も 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
ま た 、 図 ８ の よ う に 前 記 吸 気 口 部 ９ を 複 数 に 略 均 等 分 岐 す る た め 、 吸 込 具 か ら 吸 引 し た 塵
埃 は 各 前 記 集 塵 部 ５ に 略 均 等 に 分 流 さ れ 、 各 前 記 集 塵 部 ５ と も 同 等 に 蓄 積 さ れ る 。 し た が
っ て 、 そ れ ぞ れ の 前 記 集 塵 部 ５ の 蓄 積 量 が 異 な り 塵 埃 を 捨 て る 時 期 が わ か ら な く な る と い
っ た 問 題 を 防 止 で き る 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2004-267680 A 2004.9.30



【 ０ ０ ４ ８ 】
ま た 、 前 記 集 塵 部 ５ を 持 ち 運 ぶ た め の 前 記 把 手 部 １ １ を 前 記 集 塵 部 ５ に 備 え る こ と に よ り
、 前 記 集 塵 部 ５ の 持 ち 運 び が 容 易 に な り 、 ご み 捨 て 時 等 で 手 を 汚 す こ と が 防 止 で き 使 用 性
を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
ま た 、 前 記 集 塵 部 ５ の 略 上 部 に 前 記 開 口 部 １ ３ を 設 け 、 前 記 開 口 部 １ ３ を 覆 い 、 内 部 に 吸
引 し た 吸 引 風 の ろ 過 用 の フ ィ ル タ ー 部 １ ４ を 配 設 し た 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ を 備 え る こ と に よ
り 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 分 離 し た 吸 引 風 中 の 微 細 塵 を 前 記 フ ィ ル タ ー 部 １ ４ が 蓄 積 す る た
め 、 前 記 電 動 送 風 機 ６ に 細 塵 が 付 着 す る こ と に よ る 性 能 低 下 、 安 全 性 の 劣 化 と い っ た 問 題
点 を 改 善 で き る と と も に 、 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ を 外 す こ と に よ り 前 記 開 口 部 １ ３ か ら 前 記 集
塵 部 ５ 内 部 に 蓄 積 し た 塵 埃 を 容 易 に 捨 て る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ０ 】
ま た 、 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ と 前 記 集 塵 部 ５ の 間 を 係 止 及 び 解 除 さ せ る 前 記 操 作 部 １ ５ を 前 記
集 塵 部 ５ の 前 記 把 手 部 １ １ 近 傍 に 設 け る こ と に よ り 、 図 ７ の よ う に 前 記 把 手 部 １ １ を 持 っ
た 状 態 で 前 記 塵 埃 蓄 積 部 蓋 １ ２ を 外 す た め の 前 記 操 作 部 １ ５ を 動 作 で き る た め 、 塵 埃 排 出
の 際 に わ ざ わ ざ 持 ち か え る 等 と い っ た 煩 わ し さ が な い た め 使 用 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
ま た 、 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ を 外 す 際 は 前 記 把 手 部 １ １ を つ ま む 方 向 に 前 記 操 作 部 １ ５ を 動 作
さ せ る た め 、 し っ か り と 前 記 集 塵 部 ５ を 保 持 す る こ と が で き 、 前 記 集 塵 部 ５ を 落 下 さ せ る
と い っ た 問 題 点 を 未 然 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
図 ９ ～ 図 １ １ に お い て 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 分 離 さ れ ず に 前 記 集 塵 部 蓋 １ ２ 内 部 の 前 記 フ
ィ ル タ ー 部 １ ４ に 付 着 し て 性 能 低 下 を 発 生 さ せ て い た 塵 埃 を 先 に 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６
で 蓄 積 す る こ と に よ り 前 記 フ ィ ル タ ー 部 １ ４ へ の 付 着 を 低 減 し 性 能 低 下 を 抑 制 さ せ る こ と
が で き る 。 ま た 、 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ の 形 状 を 略 円 筒 形 状 に す る こ と に よ り 、 前 記 プ
レ フ ィ ル タ ー １ ６ の 面 積 を 大 き く す る こ と が で き る の で 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ へ の 塵 埃
の 蓄 積 に よ る 性 能 低 下 も 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
ま た 、 図 ９ ま た は 図 １ ０ の よ う に 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ の 下 部 に 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 鉛
直 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 、 略 垂 直 方 向 の 面 を 有 す る 円 盤 形 状 の 前 記 保 護 部 材 １ ７ を 設 け る
こ と に よ り 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 発 生 し た 回 転 気 流 に よ り 下 部 の 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ に 運 ば
れ た 塵 埃 が 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 底 面 で 反 射 さ れ た 回 転 気 流 に よ り 再 び 上 方 に 運 ば れ て い
く 際 に 、 前 記 保 護 部 材 １ ７ が 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 手 前 で そ の 上 昇 気 流 を 塞 き 止 め て 再 び 下
部 に 回 転 気 流 を 押 し 戻 さ せ る た め 、 塵 埃 が 再 度 前 記 遠 心 分 離 部 ７ 内 部 に 戻 り 、 新 た に 吸 引
し た 塵 埃 分 離 を 妨 げ る と い っ た 問 題 点 を 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
ま た 、 図 １ １ の よ う に 、 前 記 プ レ フ ィ ル タ ー １ ６ の 下 部 に 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 鉛 直 方 向 の
中 心 軸 に 対 し て 、 略 垂 直 方 向 の 面 を 有 す る 円 盤 形 状 の 前 記 保 護 部 材 １ ７ を 設 け る こ と に よ
り 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 分 離 さ れ て 上 記 遠 心 分 離 部 ７ で 発 生 し た 回 転 気 流 に よ り 下 部 の 前
記 塵 埃 蓄 積 部 ８ に 運 ば れ た 塵 埃 が 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 底 面 で 反 射 さ れ た 回 転 気 流 に よ り
再 び 上 方 に 運 ば れ て い く 際 に 、 前 記 保 護 部 材 １ ７ が 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 手 前 で そ の 上 昇 気
流 を 塞 き 止 め て 再 び 下 部 に 回 転 気 流 を 押 し 戻 さ せ る 。 そ の 際 、 前 記 保 護 部 材 １ ７ は 前 記 塵
埃 蓄 積 部 ８ の 鉛 直 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 面 で あ る の で 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ に
沿 っ て 上 昇 す る 回 転 気 流 に 対 し て 略 垂 直 な 面 で 確 実 に 気 流 を 塞 き 止 め る こ と が で き る の で
、 塵 埃 が 再 度 前 記 遠 心 分 離 部 ７ 内 部 に 戻 り 、 新 た に 吸 引 し た 塵 埃 分 離 を 妨 げ る と い っ た 問
題 点 を 解 消 で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
ま た 、 図 ５ の よ う に 、 前 記 保 護 部 材 １ ７ の 後 方 部 の 前 記 遠 心 分 離 部 ７ 内 面 と の 間 を ほ か の
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部 分 よ り 大 き く す る こ と に よ り 、 前 記 遠 心 分 離 部 ７ で 分 離 さ れ た 塵 埃 が 下 部 の 前 記 塵 埃 蓄
積 部 ８ に 移 動 す る 際 に 、 前 記 保 護 部 材 １ ７ の 周 囲 を 回 転 し な が ら 通 過 す る が 、 そ の 際 に 前
記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 底 面 で 反 射 さ れ た 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 鉛 直 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 略 垂 直
方 向 に 進 行 す る 回 転 気 流 に よ り 塵 埃 が 押 し 戻 さ れ る 状 態 に な る 。 そ の た め 、 塵 埃 は 前 記 遠
心 分 離 部 ７ の 鉛 直 方 向 の 中 心 軸 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に で は な く 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 鉛 直 方
向 の 中 心 軸 に 対 し て 略 垂 直 方 向 に 回 転 し よ う と し 、 結 果 的 に 前 記 遠 心 分 離 部 ７ の 鉛 直 方 向
の 中 心 軸 に 対 し て 略 垂 直 方 向 の 面 で 形 成 さ れ て い る 前 記 保 護 部 材 １ ７ に 対 し て 相 対 的 に 斜
め の 角 度 で 回 転 す る 状 況 が 発 生 す る た め 、 前 記 保 護 部 材 １ ７ の 後 方 部 を 塵 埃 が 通 る 頻 度 が
増 加 し 、 そ の 部 分 に 塵 埃 が 溜 ま り や す く な り 、 性 能 低 下 に 発 展 す る 恐 れ が あ る 。 そ こ で 、
前 記 保 護 部 材 １ ７ の 後 方 部 の 前 記 遠 心 分 離 部 ７ 内 面 と の 間 を ほ か の 部 分 よ り 大 き く す る こ
と に よ り 、 そ の 部 分 で の 塵 埃 堆 積 を 防 止 で き 、 高 性 能 を 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 １ ２ ～ 図 １ ８ の よ う に 、 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ の 外 周 部 に 塵 埃 を 排 出 す る た め の 前 記 排 出 口
１ ８ を 設 け 、 前 記 排 出 口 １ ８ を 覆 う 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 備 え る こ と に よ り 、 前 記 排 出 口 蓋
１ ９ を 外 す こ と に よ り 、 前 記 集 塵 部 ５ の 下 部 の 前 記 排 出 口 １ ８ か ら 容 易 に 塵 埃 を 捨 て る こ
と が で き る た め 使 用 性 の 改 善 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ の よ う に 前 記 排 出 口 １ ８ を 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ 下 面 に 設 け る こ と に よ
り 、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 外 す こ と に よ り 塵 埃 が そ の 自 重 で 排 出 で き る た め 、 塵 埃 排 出 を 容
易 に で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
ま た 、 図 １ ２ 、 図 １ ３ の よ う に 、 前 記 排 出 口 １ ８ を 前 記 塵 埃 蓄 積 部 ８ 後 方 面 に 設 け る こ と
に よ り 、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 外 し て も 塵 埃 は 排 出 さ れ ず 、 自 ら の 意 志 に よ り 適 切 な 量 、 速
度 で 塵 埃 を 排 出 で き る た め 、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 外 す と 同 時 に 塵 埃 が 勝 手 に 排 出 さ れ て 、
周 囲 に 塵 埃 が 散 乱 す る と い っ た 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。 ま た
、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ は 前 記 集 塵 部 ５ に 設 け ら れ た 前 記 回 動 軸 ２ ０ に 回 動 自 在 に 保 持 さ れ て
い る た め 、 塵 埃 排 出 後 も 容 易 に 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 閉 じ る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き
る 。 ま た 、 図 １ ３ の よ う に 、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ の 前 記 回 動 軸 ２ ０ を 前 記 排 出 口 １ ８ の 上 部
に 設 け る こ と に よ り 、 塵 埃 排 出 時 に 塵 埃 が 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ の 上 に 散 乱 し 、 前 記 排 出 口 蓋
１ ９ を 汚 す と い っ た 問 題 点 を 解 決 す る こ と が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
ま た 、 図 １ ６ 、 図 １ ７ の よ う に 、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ の 前 記 回 動 軸 ２ ０ を 前 記 排 出 口 １ ８ の
下 部 に 設 け る こ と に よ り 、 塵 埃 排 出 時 に 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ に よ り 前 記 排 出 口 １ ８ 近 傍 が 見
え な く な り 、 塵 埃 排 出 時 に 周 囲 に 塵 埃 を 散 乱 さ せ て し ま う と い っ た 問 題 点 を 解 決 す る こ と
が で き 、 使 用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ま た 、 図 １ ８ の よ う に 、 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ 回 動 時 に 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 固 定 す る た め の 前
記 係 止 部 ２ １ を 設 け る こ と に よ り 、 塵 埃 排 出 時 に 前 記 排 出 口 蓋 １ ９ を 作 業 の 邪 魔 に な ら な
い と こ ろ に 係 止 さ せ る こ と が で き 、 塵 埃 排 出 作 業 を 容 易 に か つ 確 実 に 行 う こ と が で き 、 使
用 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
な お 、 今 ま で 述 べ た 実 施 例 １ は 前 記 集 塵 部 ５ を 縦 方 向 に 配 置 し た キ ャ ニ ス タ ー タ イ プ の 電
気 掃 除 機 の み で あ る が 、 ア ッ プ ラ イ ト タ イ プ の 電 気 掃 除 機 に 応 用 し て も 同 様 の 効 果 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 集 塵 性 能 を 低 下 す る こ と な く 遠 心 分 離 部 と 塵 埃 蓄 積
部 を 有 す る 集 塵 部 の 大 き さ を 小 型 化 す る と と も に 、 使 用 性 を 向 上 し た 電 気 掃 除 機 を 提 供 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に お け る 掃 除 機 本 体 の 側 中 央 断 面 図
【 図 ２ 】 同 掃 除 機 本 体 の 側 断 面 図
【 図 ３ 】 同 集 塵 部 の 側 外 観 図
【 図 ４ 】 同 集 塵 部 の 前 方 外 観 図
【 図 ５ 】 同 集 塵 部 の 上 方 断 面 図
【 図 ６ 】 同 集 塵 部 部 分 の 後 方 外 観 図
【 図 ７ 】 同 集 塵 部 部 分 の 後 方 外 観 図 （ 把 手 部 を 握 っ た と き ）
【 図 ８ 】 同 集 塵 部 の 上 方 断 面 図
【 図 ９ 】 同 集 塵 部 の 側 中 央 断 面 図
【 図 １ ０ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図
【 図 １ １ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図
【 図 １ ２ 】 同 集 塵 部 の 側 外 観 図
【 図 １ ３ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図 （ 蓋 を 開 い た と き ）
【 図 １ ４ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図
【 図 １ ５ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図 （ 蓋 を 開 い た と き ）
【 図 １ ６ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図
【 図 １ ７ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図 （ 蓋 を 開 い た と き ）
【 図 １ ８ 】 同 集 塵 部 の 側 外 観 図 （ 蓋 を 開 い た と き ）
【 図 １ ９ 】 従 来 の 電 気 掃 除 機 の 外 観 図
【 図 ２ ０ 】 同 集 塵 部 の 側 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
５ 　 集 塵 部
６ 　 電 動 送 風 機
７ 　 遠 心 分 離 部
８ 　 塵 埃 蓄 積 部
９ 　 吸 気 口 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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